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１ 研究の概要 

高齢化社会である日本では、誤嚥による死亡事故や、乳幼児による窒息事故があとをた

たない。本事業では、人の喫食時の動作を「見える化」するために、咀嚼・嚥下機構を模

擬することができる実験装置を開発すること、また、嚥下を模擬するためのセンサーおよ

び装置を開発する。食塊の流動性などの物理的性質を解析できる装置を用いて、嚥下を解

析によって予測し、食の安全性をためのアセスメント基準を提案し、食の安全性を構築す

る社会に貢献することを目的とする。 

 

２ 研究の目的と背景 

  研究の目的は以下の４点である。 

（１）人の喫食時の動作を「見える化」するために、咀嚼・嚥下機構を模擬することができる

実験装置を開発すること（図１、図３、図４） 

（2）嚥下を模擬するためのセンシング機構および実験装置の開発（図２、図３、図４） 

(3)嚥下を模擬するための解析モデルの作成および有限要素法を用いた連成問題の解析法の 

構築（図５） 

（4）解析と実験から得られる食の安全のためのアセスメント基準の提案 

 以上の目的を達成することによって、人の喫食時の感性評価を行い、高齢者の誤嚥事故や幼

児の喫食事故を防止することのできる安全性の基準を構築していく。このことによって、食の安全

を考慮できるやさしい社会の創製に貢献することができる。また、本事業で開発した装置や評価

の方法を国際的な食の安全に関するアセスメント基準として提案し、持続可能な世界を目指す中

で食の安全性への道筋を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 舌運動を模擬する機構検討用のモデル 図２ 咀嚼・嚥下機構を模擬する実験装置 

 

 



 

 

 

 

 

 

図３ 模擬舌の形状（初期）      図４ 模擬舌の形状（中期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ COMSOLによる連成解析（剛体運動、回転、自由表面、拡散）による連成解析例 

 

３ 研究内容（https:ra-data.dendai.ac.jp/tduhp/KgApp/k03/resid/S000468）. 

（１）人の喫食時の動作を「見える化」するために、咀嚼・嚥下機構を模擬することができる

実験装置を開発すること 

（2）嚥下を模擬するためのセンシング機構および実験装置の開発 

(3)嚥下を模擬するための解析モデルの作成および有限要素法を用いた連成問題の解析法の 

構築 

（4）解析と実験から得られる食の安全のためのアセスメント基準の提案 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるか―展望 

 日本人の死因の第3位は肺炎であるが、その中でも高齢者に多いのは誤嚥性肺炎である。また

乳幼児の窒息の死亡事故も多く、これらの原因が喫食時の人や食物の挙動が明らかでないため

である。本研究では、人の喫食時の感性評価を「見える化」することで、食品の安全性や喫食時な

どのリスクを広く理解することに貢献できる。 

 

 

 

 

https://ra-data.dendai.ac.jp/tduhp/KgApp/k03/resid/S000468


５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

 これまでは、主に既存の金属や樹脂の材料の特性を調査、研究してきたが、人の喫食時におけ

る食塊の挙動とその解析することは一見、無関係に見えるかもしれないが、半凝固状態の溶融金

属の挙動と人の食物の挙動は似ている部分が多い。このため、事件装置を作成して、喫食時の

人や食物の挙動を明らかにするとともに、流体－弾性体の連成解析を行うことで人の喫食時の感

性評価を「見える化」することに貢献できると考え、本研究を思いついた。 
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